
安
川
電
機

　
安
川
電
機
は
２
０
０
９
年
に
発
売
し
た
Ｉ
Ｅ
３
対
応
の

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ｈ
Ｉ
Ｍ
」
シ
リ
ー
ズ
を
、
国
内
市
場
で
さ
ら
に
競

争
力
の
あ
る
製
品
と
す
る
た
め
、
応
用
変
形
範
囲
拡
充
を
行

い
、

年
７
月
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
対
応
機
種
と

し
て
発
売
し
た
。
Ｉ
Ｅ
３
に
い
ち
早
く
対
応
し
、
実
績
を
積

み
上
げ
省
エ
ネ
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
従
来
の
モ
ー
タ
ー
と
取
り
付
け
寸
法
の
互
換
性
を
持
た

せ
、
機
械
側
の
設
計
変
更
の
手
間
や
初
期
導
入
コ
ス
ト
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
。
ま
た
、
温
度
上
昇
を
抑
え
、

長
寿
命
化
を
実
現
し
た
。
従
来
対
応
し
て
き
た
特
殊
仕
様
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

キ
ャ
ス
ト
マ
ン

　
キ
ャ
ス
ト
マ
ン
は
韓
国
で
銅
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
を
利
用
し

た
銅
ロ
ー
タ
ー
を
製
造
・
販
売
し
、
業
界
を
け
ん
引
す
る
。

既
存
の
銅
ダ
イ
カ
ス
ト
製
造
工
程
上
で
問
題
と
さ
れ
る
、
高

温
で
発
生
す
る
熱
衝
撃
、
気
泡
発
生
、
鋳
型

モ
ー
ル
ド

の
短
寿
命
な
ど
に
つ
い
て
独
自
分
析
、
研
究
・
開
発
で
解

決
。
独
自
技
術
を
生
か
し
、
製
品
の
性
能
向
上
に
努
め
る
。

韓
国
の
大
手
企
業
か
ら
は
高
い
品
質
を
誇
る
銅
ロ
ー
タ
ー
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
銅
ロ
ー
タ
ー
に
加
え
、
ギ
ア
ポ
ン
プ
の
セ
グ
メ
ン

ト
、
ス
ラ
イ
ド
プ
レ
ー
ト
な
ど
銅
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
を
適
用

し
た
事
業
領
域
を
拡
張
し
て
い
る
。

住
友
重
機
械
工
業
／
住
友
重
機
械
ギ
ヤ
モ
ー
タ

　
住
友
重
機
械
工
業
と
住
友
重
機
械
ギ
ヤ
モ
ー
タ
は
、
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
に
対
応
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
効
率

Ｉ
Ｅ
３

ギ
ヤ
モ
ー
タ
」
を
、
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
な
ど
主

力
６
製
品
向
け
で
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。
い
ち
早
く
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　
９
月
に
は

―

を
追
加
発
売
し
、
２
０
１
４
年

中
に
は
全
製
品
で
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
予
定
だ
。
取
り
合
い
寸

法
は
従
来
品
と
同
一
の
ま
ま
で
、
モ
ー
タ
ー
径
を
同
等
と

し
、
全
長
の
増
加
を
極
力
抑
え
た
設
計
。
従
来
品
か
ら
置
き

換
え
た
場
合
の
影
響
を
少
な
く
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
を
減

ら
す
。椿

本
チ
エ
イ
ン

　
椿
本
チ
エ
イ
ン
は
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
高
度
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
集
結
し
た
減
速
機
を
提
供
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年

度
か
ら
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
適
合
を
前
に
、
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー

Ｉ
Ｅ
３

対
応
の
「
ギ
ヤ
モ
ー
ト
ル
Ｔ

Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」
「
ハ
イ
ポ
イ
ド
モ
ー
ト
ル
Ｔ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」

「
ウ
ォ
ー
ム
パ
ワ
ー
ド
ラ
イ
ブ
」
「
ヘ
リ
カ
ル
パ
ワ
ー
ド
ラ

イ
ブ
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
モ
ー
タ
ー
寸
法
は
標
準
効
率
の
Ｉ
Ｅ
１
の
従
来
機
種
よ
り

若
干
大
き
く
な
る
が
、
減
速
部
寸
法
と
取
り
合
い
寸
法
は
従

来
機
種
と
同
じ
。
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
が
可
能
で
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ス
ト
低
減
に
貢
献
す
る
。

三
菱
電
機

　
三
菱
電
機
が
高
効
率
化
技
術
の
粋
を
集
め
て
開
発
し
た
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
と
ギ
ア
モ
ー
タ
ー
は
、
使
い
や
す

さ
は
従
来
機
種
そ
の
ま
ま
に
、
省
エ
ネ
法
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
基
準
に
対
応
す
る
。
「
三
菱
な
ら
で
は
」
と
言
え
る
イ
ン

バ
ー
タ
ー
駆
動
時
の
定
ト
ル
ク
運
転
範
囲
の
大
幅
拡
大
に
加

え
、
取
り
付
け
寸
法
や
配
電
制
御
機
器
選
定
な
ど
、
従
来
機

種
と
の
互
換
性
に
つ
い
て
も
重
視
し
て
い
る
。

　
ギ
ア
モ
ー
タ
ー
の
大
容
量

ま
で

や
ブ
レ
ー
キ

付
き
な
ど
の
特
殊
仕
様
に
も
対
応
し
、
幅
広
く
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
・
ギ
ア
モ
ー
タ
ー
へ
の
切

り
替
え
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

昭
和
電
機

　
昭
和
電
機
は
２
０
１
３
年
７
月
に
開
発
し
た
２
極
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー

Ｉ
Ｅ
３

搭
載
の
電
動
送
風
機
を
製

造
・
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
新
た
に
開
発
し
た
４

極
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
も
６
月
に
発
売
し
た
。
独
自

の
「
一
人
１
個
生
産
方
式
」
の
多
品
種
少
量
生
産
体
制
と

「
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
・
仕
様
を
１
台
か
ら
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
も
と
に
、
最
適
な
納
期
で
提
供
す
る
。

　
軸
端
長
さ
や
軸
材
質
、
端
子
箱
の
位
置
、
塗
装
色
の
変
更

の
ほ
か
、
屋
外
仕
様
、
異
電
圧
、
耐
熱
ク
ラ
ス
の
ア
ッ
プ
、

北
米
や
欧
州
の
安
全
規
格
Ｕ
Ｌ
、
Ｃ
Ｅ
対
応

２
極
の
み

な
ど
の
特
注
も
可
能
だ
。
　
　
　

城
山
産
業

　
城
山
産
業
は
モ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
用
電
磁
鉄
芯

コ

ア

の
専
業
メ
ー
カ
ー
。
開
発
試
作
用
か
ら
量
産
品
ま
で
柔

軟
に
対
応
し
、
技
術
力
、
生
産
量
は
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

自
動
積
層
技
術
で
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
。
最
新
設
備
の
精
密

金
型
工
場
で
自
動
積
層
金
型
も
内
製
。
業
界
で
も
珍
し
い
コ

ア
の
一
貫
生
産
で
高
品
質
、
短
納
期
を
誇
る
。

　
用
途
は
家
電
、
Ｏ
Ａ
機
器
か
ら
自
動
車
、
工
作
機
械
・
制

御
機
器
、
発
電
所
・
変
電
設
備
な
ど
の
重
電
設
備
ま
で
幅
広

い
。
創
造
力
を
生
か
し
最
適
な
コ
ア
を
顧
客
密
着
で
設
計
す

る
。
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
た
技
術
の
開
発
提
案
も
特
徴
。
先

端
分
野
や
超
高
精
度
品
の
受
注
も
増
え
て
い
る
。

富
士
電
機

　
富
士
電
機
は
４
月
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
値
に
対
応
し

た
「
新
プ
レ
ミ
ア
ム
効
率
モ
ー
タ

Ｍ
Ｌ
Ｋ
／
Ｍ
Ｌ
Ｕ
１
シ

リ
ー
ズ

」
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
品
を
発
売
し
た
。
出
力

範
囲
０
・

―
３
７
５

全
領
域
を
カ
バ
ー
。
さ
ら
に

１
０
８
機
種
を
標
準
在
庫
化
し
、
即
納
対
応
が
可
能
だ
。

　
主
な
特
徴
は

小
出
力
範
囲
は
３
定
格
仕
様
に
て
効
率
ク

ラ
ス
Ｉ
Ｅ
３
を
達
成

同
社
標
準
モ
ー
タ
ー
と
同
枠
番
・
取

り
付
け
寸
法
同
一

屋
外
仕
様
は
２
０
０

・
４
０
０

共

通
し
て
保
護
等
級
Ｉ
Ｐ

に
標
準
対
応
―
な
ど
。
未
来
の
子

供
た
ち
の
た
め
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
開
発
し
た
同
製
品
へ

の
早
期
検
討
・
切
り
替
え
を
促
し
て
い
く
。

日
本
銅
セ
ン
タ
ー

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
は
銅
の
優
れ
た
特
性
や
機
能
を
広
く
伝

え
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
技
術
開
発
や
研
究
調
査

な
ど
も
行
い
、
銅
の
需
要
開
発
や
促
進
に
力
を
注
ぐ
。

　
Ｉ
Ｅ
３
お
よ
び
Ｉ
Ｅ
４
モ
ー
タ
ー
で
は
巻
線
や
回
転
子

ロ
ー
タ
ー

に
銅
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
銅
製
ロ
ー
タ

ー
は
従
来
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
に
比
べ
導
電
性
が
高
く
、
効

率
向
上
と
小
型
軽
量
化
が
可
能
。
ダ
イ
カ
ス
ト
に
よ
る
量
産

技
術
は
明
石
合
銅

石
川
県
白
山
市

が
確
立
。
今
後
は
稼

働
時
間
が
長
い
ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
ー
や
大
ト
ル
ク
が
必
要
な

工
作
機
械
主
軸
モ
ー
タ
ー
、
希
土
類
メ
タ
ル
を
使
う
永
久
磁

石
モ
ー
タ
ー
の
代
替
需
要
な
ど
用
途
拡
大
に
注
目
さ
れ
る
。

マ
イ
テ
ィ

　
マ
イ
テ
ィ
の
安
全
ク
ラ
ッ
チ
「
Ｍ
Ｓ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」
と

「
Ｍ
Ｓ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
の
安

全
確
保
に
最
適
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
で
は
一
般
的

に
回
転
速
度
が
速
く
な
る
。
角
加
速
度
が
大
き
く
、
急
激
な

立
ち
上
が
り
や
急
停
止
と
い
う
高
速
・
高
精
度
制
御
に
お
い

て
、
予
想
以
上
の
ト
ル
ク
が
負
荷
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
過
負
荷
ト
ル
ク
は
サ
ー
ボ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
変
換
さ
れ
る
が
、
過
負
荷
ト
ル
ク
制
御
信

号
に
変
換
す
る
に
は

秒
は
必
要
。
両
シ
リ
ー
ズ
は
５

秒
以
内
に
被
動
機
と
駆
動
機
を
機
械
的
に
切
り
離
し
、
モ
ー

タ
ー
の
安
全
を
確
保
で
き
る
。

日
立
産
機
シ
ス
テ
ム

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
「
ザ

・
モ
ー
ト
ル
Ｎ
ｅ
ｏ
１
０
０
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ
」
は
従
来

モ
ー
タ
ー
と
の
取
り
付
け
互
換
性
を
確
保
し
、
耐
熱
ク
ラ
ス

Ｆ
、
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ

屋
外
型

に
よ
る
高
い
信
頼
性
、

端
子
箱
上
部
取
り
付
け
型
な
ど
を
継
承
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
脚
取
り
付
け
型
と
フ
ラ
ン
ジ
取
り
付
け
型
の
出
力
０
・

―
１
３
２

ク
ラ
ス
を
販
売
中
で
、
今
後
３
０
０

ク
ラ
ス
ま
で
拡
大
。
販
売
中
の
ブ
レ
ー
キ
付
き
モ
ー
タ
ー
や

ギ
ア
モ
ー
タ
ー
の
シ
リ
ー
ズ
開
発
も
行
い
、
幅
広
い
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
で
多
業
種
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉
▲
▲
▲
▲

適
用
開
始
ま
で
あ
と
半
年

　　 ２０１４年 平成２６年 １０月６日 月曜日 【広告特集】 （ ）


